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《
可
決
さ
れ
た
議
案
》

◆
字
区
域
の
変
更
及
び
設
定

◆
野
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
職
員
の
勤
務
時
間
、休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
野
田
市
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例

計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
一
般
会
計
補

20

正
予
算（
第
５
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
国
民
健
康
保

20

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
下
水
道
事
業

20

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
用
地
取
得
特

20

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
介
護
保
険
特

20

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
次
木
親
野
井

20

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
後
期
高
齢
者

20

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

《
追
加
し
可
決
さ
れ
た
議
案
》

◆
野
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◆
野
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任（
２
件
）

◆
野
田
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
等
に

関
す
る
条
例

◆
野
田
市
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報

通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例

◆
野
田
市
統
計
調
査
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

◆
野
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例

◆
野
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
母
子
等
医
療
費
助
成
金
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
立
清
水
保
育
所
の
指
定
管

理
者
の
指
定

昨夏の浸水被害解消を目指し20・21年度で重点的に実昨夏の浸水被害解消を目指し20・21年度で重点的に実施施

１　郷土の自然を愛し、平和で安全な環境を守ります
２　たがいに助け合い、すべての市民の幸福を願います
３　からだをきたえ、仕事に励み、楽しい家庭をつくります
４　きまりを守り、信頼と愛情を深め、心豊かな社会を築

きます
５　教養と文化を高め、自由と希望に満ちた郷土をめざし

ます

野 田 市 民 憲 章
（昭和５５年５月３日告示）

◆
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の

制
定
に
関
す
る
協
議

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
一
般
会
計

21

予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
国
民
健
康
保

21

険
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
下
水
道
事
業

21

特
別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
老
人
保
健
特

21

別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
用
地
取
得
特

21

別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
介
護
保
険
特

21

別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
次
木
親
野
井

21

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
後
期
高
齢
者

21

医
療
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
水
道
事
業
会

21

　
平
成
　
年
第
１
回
定
例
市
議
会
は
、
３
月
３
日
か
ら

21

開
催
さ
れ
、
昨
夏
の
集
中
豪
雨
の
浸
水
被
害
対
策
や
、

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
策
と
し
て
の
、
原
油
価
格

高
騰
対
策
等
利
子
補
給
金
な
ど
を
含
む
新
年
度
予
算
な

ど
、　
議
案
を
可
決
し
、　
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

38

26

　
  　
  浸
水
被
害
対

浸
水
被
害
対
策策
やや

市
独

　
　
  市
独
自自
のの
雇
用
創
出
事
業

雇
用
創
出
事
業
をを
含
む
含
む

　
　
　
　
新新
年
度
予
算

年
度
予
算
案案
なな
　
　
どど 
　
議
案
議
案
をを
可
決
可
決

3838

平 成２１年 第 １ 回 
定 例 市 議 会

◆
財
産
の
無
償
譲
渡（
２
件
）

昨
  夏
  の

集
中
豪
雨



許

と
し
て
処
分
し
て
い
た
剪
定
枝
や
草
、

落
ち
葉
な
ど
を
堆
肥
化
し
て
、
農
家

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
環

境
保
全
型
の
農
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
農
家
で
は
「
も
み
殻
」
の

処
分
に
困
っ
て
い
た
り
、
酪
農
家
で

は
牛
ふ
ん
の
処
理
に
手
間
が
か
か
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
　
年
度

19

か
ら
、
も
み
殻
と
牛
ふ
ん
、
ま
た
、

剪
定
枝
な
ど
か
ら
の
堆
肥
を
混
ぜ
た

「
も
み
殻
牛
ふ
ん
堆
肥
」
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
試
行
段
階
を

経
て
、
今
春
か
ら
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ

ー
（
県
知
事
認
定
の
環
境
保
全
型
農

業
に
取
り
組
む
農
業
者
）」
に
、
活
用

し
は
じ
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
堆
肥
の
成
分
分
析
で

も
、
基
準
値
よ
り
良
い
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
「
も
み
殻
牛
ふ
ん

堆
肥
」
の
利
用
が
広
ま
る
こ
と
で
、

化
学
肥
料
の
使
用
量
も
少
な
く
な
り
、

よ
り
安
全
で
安
心
な
農
産
物
が
野
田

市
で
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
夏
に
は
、
船
形
地
区
の

農
産
物
直
売
所「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
」

で
も
、「
も
み
殻
牛
ふ
ん
堆
肥
」
を
使

っ
て
栽
培
さ
れ
た
枝
豆
が
、
店
頭
に

並
ぶ
予
定
で
す
。

水
稲
栽
培
も
減
農
薬
で

　
ま
た
、
市
で
は
、
減
農
薬
に
よ
る

水
稲
栽
培
を
進
め
る
た
め
、　
年
度

18

か
ら
一
般
農
家
を
対
象
と
し
た
水
稲

に
対
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農

薬
の
空
中
散
布
を
取
り
や
め
ま
し
た
。

　
農
薬
に
代
わ
る
稲
の
病
害
虫
被
害

の
防
止
に
、　
年
度
は
「
玄
米
黒
酢
」

20

を
使
っ
た
試
験
栽
培
を
柳
耕
地
で
行

い
、
収
穫
量
や
品
質
に
も
影
響
す
る

ほ
ど
病
害
虫
の
発
生
は
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
年
は
木
野
崎
、
船
形
、

目
吹
の
約
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
ん
ぼ

300

で
、
黒
酢
を
活
用
し
た
「
特
別
栽
培

安
全
安
全
でで

安
心
安
心
なな

野
田
産
農
産

 
野
田
産
農
産
物物
をを

         皆
さ
ん

皆
さ
ん
のの
食
卓
食
卓
へへ

　
貴
重
な
動
植
物
も
多
く
息
づ
く
江

川
地
区
は
、
か
つ
て
は
民
間
企
業
に

よ
る
住
宅
地
整
備
計
画
が
あ
り
ま
し

た
が
、
中
止
後
市
で
は
、
平
成
　
年
18

に（
株
）野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
て
、
約
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

90

ビ
オ
ト
ー
プ
（
生
物
生
息
空
間
）
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、同
地
区
の
水
路
整
備
や
復
田

作
業
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
減
農

薬
や
有
機
堆
肥
に
よ
る
米
作
り
を
体

験
し
て
も
ら
う
、「
水
田
型
市
民
農
園
」

開
設
の
準
備
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
試
行
的
に
米
づ
く
り
を

行
い
、お
米
の
成
分
分
析
も
良
い
結
果

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
　
月
か
ら

12

参
加
者
を
募
集
し
、
今
春
か
ら
は
、

「
水
田
型
市
民
農
園
」
を
本
格
的
に

開
設
し
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
　
日
に
は
オ
ー
プ
ン

26

式
と
田
植
え
、
自
然
観
察
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】農
政
課

「「
水
田
型
市
民
農

水
田
型
市
民
農
園園
」オ」オ
ー
プ
ン

ー
プ
ン
 

  里
山
の
自
然
を
体
感

里
山
の
自
然
を
体
感
しし

昔
な
が
ら
の
米
作
り

　
　
　
　
　
　
昔
な
が
ら
の
米
作
り
をを

年
度
か
ら「
野
田
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」

で
、
そ
れ
ま
で
は
各
家
庭
で
「
ご
み
」

　
市
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
中
、
平
成
　12

市独自の混合堆肥の散布を市独自の混合堆肥の散布を開開始始

　
市
で
は
、
環
境
保
全
型
の
農
業
を
進
め
る
中
、
酪
農
家
の
「
牛

ふ
ん
」
と
、
農
家
で
処
分
に
困
っ
て
い
た
「
も
み
殻
」、
堆
肥
セ
ン

タ
ー
で
つ
く
る
「
剪
定
枝
な
ど
の
堆
肥
」
を
混
ぜ
た
、
市
独
自
の

「
も
み
殻
牛
ふ
ん
堆
肥
」づ
く
り
を
昨
年
度
か
ら
本
格
的
に
進
め
、

成
分
分
析
な
ど
を
経
て
、
実
際
に
活
用
で
き
る
段
階
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
農
薬
に
代
わ
り
、
黒
酢
を
散
布
し
て
稲
作
す
る
こ
と

に
効
果
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
黒
酢
に
よ
る
特
別
栽
培
米
の
生

産
も
、
今
年
か
ら
本
格
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

米
（
ち
ば
エ
コ
米
）」
の
栽
培
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。

販
路
も
拡
大
し
て

　
有
機
堆
肥
を
使
っ
た
り
、
減
農
薬

栽
培
に
取
り
組
む
中
で
出
来
た
農
産

物
を
、
今
後
は
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
食
べ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
現
在

「
野
田
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
検
討

委
員
会
」
で
流
通
や
販
売
方
法
な
ど

を
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
農
政
課

ヘリコプターを使い黒酢の試験散ヘリコプターを使い黒酢の試験散布布



距

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
市
で
は
、高
齢
者
福
祉
の
指

針
と
し
て
平
成
　
年
に
「
野

12

田
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
及

び
介
護
保
険
事
業
計
画（
野

田
市
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
）」を

策
定
し
、市
独
自
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
事
業
や
住
宅
改
造
費
助

成
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、　
年
に
は
、介
護
予

18

防
の
総
合
的
な
相
談
や
支
援

を
行
う「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
開
設
や
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

整
備
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
同
計
画
は
、
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
や
介
護
保
険
料
な
ど
を

３
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
第
３
期

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
が
　
年
20

度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
９
月
、「
野
田
市
老
人

福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
推
進
等
委
員
会

（
岡
田
一
芳
会
長
）」に
第

４
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　
中
で
も
、今
後
３
年
間
の

　
歳
以
上（
第
１
号
被
保

65険
者
）の
介
護
保
険
料
は
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
介
護
職

員
の
待
遇
改
善
の
た
め
の

報
酬
引
き
上
げ
や
、高
齢
者

人
口
の
増
加
な
ど
を
見
込
む
と
、
保

険
料
の
基
準
月
額（
第
４
段
階
）が
第

３
期
の
３
千
　
円
か
ら
４
千
　
円
に

725

40

上
が
っ
て
し
ま
い
、
国
の
軽
減
策
を

考
え
て
も
大
き
く
負
担
増
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、昨
今
の
経
済
状
況
を
考
え
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
少
し
で
も
小

さ
く
し
よ
う
と
、「
介
護
保
険
給
付
費
準

備
基
金
」を
取
り
崩
す
こ
と
で
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
の
収
入
に
応

じ
て
、第
３
期
で
は
７
段
階
に
分
か
れ

て
い
た
介
護
保
険
料
は
、国
の
制
度
改

正
に
よ
り
不
均
衡
に
な
る
段
階
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、８
段
階
に
広
げ
て
負
担

を
軽
減
す
る
案
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
、
今
年
度
か
ら
３
年
間
の
介

護
保
険
料
の
基
準
月
額
は
、
第
３
期

よ
り
　
円
引
き
下
げ
た
３
千
　
円
と

125

600

す
る
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
答
申
を
受
け
、
３
月
の
定

例
市
議
会
に
改
正
議
案
を
提
出
し
、

可
決
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か

ら
の
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
基
準
月
額
（
第
４
段
階
）

以
外
の
保
険
料
は
表
の
通
り
で
、
今

年
度
の
納
入
通
知
書
は
、
７
月
中
旬

に
発
送
す
る
予
定
で
す
。　

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課

　
市
で
は
、
市
民
1
人
ひ
と
り
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
　
年
に

17

「
野
田
市
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
　
」
21

を
策
定
し
、乳
幼
児
の
栄
養
指
導
や
、

禁
煙
個
別
指
導
、
生
活
習
慣
病
予
防

教
室
、
高
齢
者
の
健
康
相
談
な
ど
を

計
画
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
同
計
画
は
、策
定
か
ら
４
年
が
経
過

し
た
こ
と
や
、医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、

市
町
村
が
医
療
保
険
者
と
し
て
特
定
健

康
診
査
や
特
定
保
健
指
導
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
　
年
８

20

月
に「
野
田
市
保
健
医
療
問
題
審
議
会

（
岡
田
一
芳
会
長
）」に
見
直
し
を
諮
問

し
、３
回
に
わ
た
り
審
議
が
行
わ
れ
、３

月
　
日
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

27
　
答
申
で
は
、
当
初
計
画
策
定
時
と

現
在
の
市
民
の
健
康
状
態
を
比
較
す

る
た
め
に
、　
年
８
月
に
行
っ
た
栄

20

養
や
運
動
、
休
養
な
ど
の
生
活
習
慣

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、食
事
に

か
け
る
時
間
が
短
い
こ
と
や
、
運
動

を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
人
が
多
い

こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
習
慣
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
、市
が
情
報
の
提
供
や
各

種
事
業
で
引
き
続
き
支
援
を
行
う
こ

と
な
ど
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、答
申
を
受
け
、今
後
も
皆
さ

ん
が
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
、乳
幼
児
健
康
診
査
や
親
子
教

室
で
の
子
育
て
支
援
、ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
や
骨
太
教
室
な
ど
の
栄
養

指
導
、生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
教

室
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
年
代
を
問
わ
ず
に
、
継
続

し
て
で
き
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
な

ど
も
実
施
し
、
皆
さ
ん
の
健
康
増
進

に
向
け
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８

－

■平成２１年度から２３年度までの介護保険料　（単位：円）
月額年額負担割合所　得　段　階

1,80021,600基準額
×0.50

生活保護受給者か老齢福祉年金受給
者で世帯全員が市民税非課税の方

第１
段階

1,80021,600基準額
×0.50

世帯全員が市民税非課税の方（合計
所得金額＋課税年金収入額≦８０万円）

第２
段階

2,34228,100基準額
×0.65

世帯全員が市民税非課税の方（第１
・第２段階以外）

第３
段階

3,16738,000基準額
×0.88

世帯に市民税課税者がいるが、本人
が市民税非課税の方（合計所得金額
＋課税年金収入額≦８０万円）第４

段階
3,600

（基準月額）
43,200基準額

×1.00
世帯に市民税課税者がいるが、本人
が市民税非課税の方（合計所得金額
＋課税年金収入額＞８０万円）

3,96747,600基準額
×1.10

本人が市民税課税者で合計所得金額
が１２５万円未満の方

第５
段階

4,50054,000基準額
×1.25

本人が市民税課税者で合計所得金額
が１２５万円以上２００万円未満の方

第６
段階

5,40064,800基準額
×1.50

本人が市民税課税者で合計所得金額
が２００万円以上６００万円未満の方

第７
段階

5,76769,200基準額
×1.60

本人が市民税課税者で合計所得金額
が６００万円以上の方

第８
段階

介介護護保険保険料料基基準準
月月額額 をを３３，，７２５７２５円円かか　

　らら 
　今今　後後

３年３年間間 ３３，，６６００００円円へへ引引き下き下げげへへ

「
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
　
」答
申
さ
れ
る

２１

岡田会長（右）から根本市長へ答岡田会長（右）から根本市長へ答申申

４月から

  生
活
習
慣
改

生
活
習
慣
改
善善
にに
向
け
向
け

　
 栄
養
指

栄
養
指
導導
やや
運
動
教

運
動
教
室室
なな
　

　
どど 
でで
支
援
支
援



ま
め
バ
　

　
ス 
チ
ョ
ロ
Q
の
一
般
販
売

　
市
民
限
定
で
再
販
の
予
約
・
販
売

を
行
い
ま
し
た「
ま
め
バ
ス
チ
ョ
ロ

Q
」
は
、
４
月
　
日
現
在
、
多
少
の

15

在
庫
が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
　
日
水
か
ら
市
役
所
３
階
企

22

画
調
整
課
で
販
売
い
た
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
窓
口
で
ご

購
入
く
だ
さ
い
。

　
時
間
は
平
日
の
８
時
　
分
～
　
時

30

17

　
分
で
、
一

15個
　
円
、
お

700
一
人
３
個
ま

で
で
す
。

　
な
お
、
ど

な
た
で
も
購

鋸

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

五
公
園
～
中
野
台
鹿
島
神
社
前
バ
ス

停（
堤
台
経
由
）に
停
ま
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
日
は
、
通
常
の
ル
ー
ト

で
運
行
し
ま
す
が
、
混
雑
で
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
ま
つ
り
は
野
田
市
観
光

協
会
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
５
、
ま

め
バ
ス
は
企
画
調
整
課
か
茨
急
バ
ス

☎
７
１
２
２
 
１
５
９
５

－

－

　
毎
年
恒
例
の
「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」

が
４
月
　
日
上
～
５
月
６
日
鐘
、
清

25

水
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
ま
め
バ
ス
の
ル
ー
ト
が
一
部
迂
回
に

　
開
催
期
間
中
は
、
上
・
醤
・
□祝 
の

北
ル
ー
ト
の
清
水
経
由
は
堤
台
経
由

で
運
行
し
、
新
北
ル
ー
ト
も
七
光
台

駅
で
折
り
返
し
、
五
木
～
辻
前
バ
ス

停
に
は
止
ま
ら
ず
、
北
ル
ー
ト
の
第

清
水
公
園
で「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」

■まつり期間中の迂回ルート図

入
で
き
ま
す
が
、
通
信
販
売
は
行
わ

ず
、
売
り
切
れ
次
第
終
了
で
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

　
　
年
度
で
は
、
長
寿
医
療
制
度
の

20
プ
ラ
ス
影
響
に
よ
り
税
率
改
定
を
回

避
で
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
な
ど
に

　
国
民
健
康
保
険
は
、
近
年
の
医
療

給
付
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
厳
し

い
事
業
運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

よ
り
依
然
と
し
て
医
療
費
は
伸
び
続

け
て
お
り
、
収
納
対
策
の
強
化
な
ど

の
努
力
を
し
て
も
、　
年
度
以
降
は

21

大
幅
な
収
入
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、　
年
度
で
国
民
健
康
保
険
税
の

21

税
率
を
改
定
し
ま
す
。

◆
運
営
協
議
会
で
検
討
し
改
定
案
を

　
税
率
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
野
田

市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
」
で

審
議
を
重
ね
、
税
率
の
具
体
的
改
定

案
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
表
の
税
率

改
定
案
を
ま
と
め
、
３
月
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、介
護
分
の
課
税
限
度
額
の
引

き
上
げ（
9
万
円
か
ら
　
万
円
へ
）は
、

10

国
の
　
年
度
地
方
税
制
改
正
法
案
の

21

成
立
後
、
関
係
法
令
等
の
公
布
に
あ

わ
せ
、専
決
処
分
で
対
応
し
ま
し
た
。

◆
今
後
も
厳
し
い
国
保
財
政

　
現
在
、
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
長

寿
医
療
制
度
の
見
直
し
の
影
響
が
不

明
確
な
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改
定
は

　
年
度
の
収
入
不
足
分
に
の
み
対
応

21し
ま
し
た
。

◆
収
納
対
策
を
さ
ら
に
強
化

　
ま
た
市
で
は
、
国
保
運
営
の
安
定

化
や
加
入
者
間
の
負
担
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
給
与
・
預
金
の
差

押
え
や
、
不
動
産
な
ど
の
差
押
物
件

の
公
売
な
ど
、
収
納
対
策
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課

　
年
度
国
民
健
康
保
険
税

21 安
定
し
た
運
営
を
め
ざ
し

　
　
　
　
　
  国
保
税
率
を
改
定

２０年度
（改定前）

２１年度
（改定後）区分

医
療
分

6.45％6.66％所得割

15％7.5％資産割

15,500円18,600円均等割

19,000円19,000円平等割

470,000円470,000円課税限度額

1.75％1.80％所得割
支
援
金
分

6,000円7,300円均等割

120,000円120,000円課税限度額

1.40％1.40％所得割
介
護
分

11,500円11,500円均等割

90,000円100,000円課税限度額

※介護分は４０歳以上６５歳未満の方が対象
※医療分の平等割、医療分・支援金分の課税限
　度額、介護分の所得割・均等割は据え置き

■国民健康保険税の改定内容
千
葉
県
知
事
選
挙
で
森
田
健
作
氏
が
当
選

　
　
　
　
男
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

３７

４９

　
　
　
　
女
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

３５

７８

▼
野
田
市
開
票
区
開
票
結
果

投
票
総
数
　
　
　
４
６
、
０
０
４
票

有
効
投
票
数
　
　
４
５
、
５
０
９
票

無
効
投
票
数
　
　
　
　
　
４
９
５
票

持
ち
帰
り
・
そ
の
他
　
　
　
　
０
票

▼
候
補
者
別
得
票
数（
得
票
順
）

森
田
健
作
　
　
　
１
９
、
４
６
０
票

吉
田
た
い
ら
　
　
１
１
、
３
９
３
票

白
石
ま
す
み
　
　
１
０
、
２
７
８
票

八
田
英
之
　
　
　
　
３
、
０
０
７
票

西
尾
け
ん
い
ち
　
　
１
、
３
７
１
票

【
問
合
せ
】選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
任
期
満
了
に
伴
う
千
葉
県
知
事
選

挙
が
３
月
　
日
に
行
わ
れ
、開
票
の
結

２９

果
、森
田
健
作
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
野
田
市
の
投
票
率
は
　・
　
パ
ー
セ

３６
６３

ン
ト
で
し
た
。

　
野
田
市
の
投
票
と
開
票
の
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
当
日
有
権
者
数
１
２
５
、５
８
９
人

　
　
　
　
　
男
＝
６
２
、
７
５
８
人

　
　
　
　
　
女
＝
６
２
、
８
３
１
人

▼
投
票
者
数
　
　
４
６
、
０
０
４
人

　
　
　
　
　
男
＝
２
３
、
５
２
６
人

　
　
　
　
　
女
＝
２
２
、
４
７
８
人

▼
投
票
率
　
　
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

３６

６３



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
は
、高
齢
者
や
身
体

障
害
者
が
病
院
・
施
設
な
ど
へ
の
通
院

や
外
出
時
に
、車
椅
子
・
寝
台（
ス
ト
レ

ッ
チ
ャ
ー
）の
ま
ま
利
用
で
き
る
専
用

の
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
際
に
、市
が

運
賃
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　
利
用
で
き
る
方
は
、
市
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る
　
歳
以
上
の
ひ

70

と
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
の
方
、
介

護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
者
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の

方
、
療
育
手
帳
所
持
者
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方
で
す
。

　
料
金
の
２
分
の
１
を
、１
回
千
円
を

限
度
に
、月
　
回
ま
で
助
成
し
ま
す
。

10

　
利
用
す
る
に
は
、
本
人
の
顔
写
真

（
縦
５
セ
ン
チ
・
横
４
セ
ン
チ
）、助
成

金
の
振
込
先
が
分
か
る
も
の
、
身
体

障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
手
帳
を
持
参
し
、
市
役
所
、
関
宿

支
所
、
各
出
張
所
で
、
事
前
の
申
請

が
必
要
で
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
新
た
に
リ
フ
ト
付

の
福
祉
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で
き
る
事

業
所
と
し
て
「
う
ら
ら
介
護
タ
ク
シ

漁

ー
」（
野
田
市
花
井
５
☎
　
 
１
８
４

090

９
 
６
９
２
０
）
が
増
え
、
リ
フ
ト

付
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
付
の
事
業
所

は
　
事
業
所
で
、
一
般
の
福
祉
タ
ク

16
シ
ー
を
利
用
で
き
る
事
業
所
を
含
め
、

　
社（
　
営
業
所
）と
な
り
、
さ
ら
に

36

38

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
は
高
齢
者
福
祉
 

課
、
障
害
者
は
社
会
福
祉
課 －

－

◆
定
期
監
査
結
果

　
２
月
　
日
ま
で
の
定
期
監
査
の

19

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
期
間
】
平
成
　
年
９
月
５
日
～

20

　
年
２
月
　
日

21

19

【
対
象
部
局
】
企
画
財
政
部
、
総

務
部
、民
生
経
済
部
、都
市
計
画

部
、都
市
整
備
部
、教
育
総
務
部
、

学
校
教
育
部
、生
涯
学
習
部
、会
計

管
理
者
、議
会
事
務
局
、選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
、監
査
委
員
事
務
局
、

農
業
委
員
会
事
務
局
、消
防
、土
木

部
、水
道
部
、環
境
部
、保
健
福
祉
部

【
監
査
の
結
果
】
財
政
事
務
の
執
行

は
お
お
む
ね
適
性
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た

◆
住
民
監
査
請
求

【
期
間
】
１
月
　
日
～
３
月
　
日

22

22

【
対
象
部
局
】
保
健
福
祉
部

【
監
査
対
象
】
平
成
　
年
度
に
野
田

20

市
身
体
障
害
者
福
祉
会
に
対
し
て
、

市
が
補
助
金
を
交
付
し
た
こ
と
は
、

違
法
・
不
当
で
あ
る
か

【
監
査
の
結
果
】
請
求
人
の
主
張
に

　
 監
査
結
果

4
月
１
日
付
発
令
市
の
人
事
異
動

＝
都
市
計
画
部
主
幹（
兼
）み
ど
り
の
課
長

補
佐
、遠
藤
裕
＝
都
市
整
備
部
街
路
課
長
、

中
澤
茂
＝
都
市
整
備
部
次
木
親
野
井
土
地

区
画
整
理
事
務
所
長
、渡
邉
裕
＝
保
健
福
祉

部
主
幹（
兼
）社
会
福
祉
課
長
補
佐
、
大
塚

正
巳
＝
保
健
福
祉
部
児
童
家
庭
課
長
、間
中

由
男
＝
保
健
福
祉
部
主
幹（
兼
）人
権
施
策

推
進
課
七
光
台
会
館
長
、千
久
田
晃
一
＝
保

健
福
祉
部
主
幹（
兼
）保
健
セ
ン
タ
ー
長
補

佐
、山
崎
吉
夫
＝
保
健
福
祉
部
主
幹（
兼
）あ

さ
ひ
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

【
議
会
事
務
局
】
大
上
敏
夫
＝
局
長
、
高

野
博
＝
主
幹

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
糸
賀
初
男
＝
主

幹（
兼
）局
長
補
佐

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
岡
田
久
雄
＝
教

育
次
長（
兼
）教
育
総
務
部
長
、柳
保
雄
＝
生

涯
学
習
部
長
、清
水
利
夫
＝
教
育
総
務
部
次

長（
兼
）教
育
総
務
課
長
、結
城
司
＝
生
涯
学

習
部
次
長（
兼
）青
少
年
課
長
、
海
老
原
和

好
＝
学
校
教
育
部
主
幹（
兼
）指
導
課
長
補

佐
、伊
藤
公
夫
＝
生
涯
学
習
部
社
会
教
育
課

長（
兼
）鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
長

【
消
防
本
部
】
関
根
和
明
＝
次
長（
兼
）総

務
課
長
、小
川
原
宗
嗣
＝
参
事（
兼
）警
防
課

長
、
北
川
孝
久
＝
参
事（
兼
）消
防
署
長
、

飯
田
正
義
＝
主
幹（
兼
）消
防
署
副
署
長

（
兼
）管
理
係
長
、
松
坂
信
男
＝
主
幹（
兼
）

北
分
署
長
、
岡
田
和
秋
＝
主
幹（
兼
）関
宿

分
署
長

【
水
道
企
業
事
務
局
】
外
山
和
良
＝
次
長

（
兼
）業
務
課
長
、
小
岩
井
邦
男
＝
工
務
課

長
、田
中
保
夫
＝
主
幹（
兼
）工
務
課
長
補
佐

（
兼
）給
水
係
長

　
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
発
令
し

ま
し
た
。
掲
載
は
課
長
相
当
職
以
上
と

し
、
前
職
は
省
略
し
ま
し
た
。

【
市
長
事
務
部
局
】今
村
繁
＝
総
務
部
長
、

金
子
茂
夫
＝
民
生
経
済
部
長
、
斉
藤
弘
美

＝
土
木
部
長
、
戸
辺
健
一
＝
企
画
財
政
部

参
事（
兼
）秘
書
広
報
課
長
、石
渡
勇
＝
企
画

財
政
部
参
事（
兼
）国
体
推
進
室
長
、
松
本

茂
＝
総
務
部
参
事（
兼
）市
史
編
さ
ん
担
当
、

釜
田
正
雄
＝
総
務
部
次
長（
兼
）行
政
管
理

課
長（
兼
）定
額
給
付
金
室
長
、
駒
崎
文
男

＝
総
務
部
参
事（
兼
）管
財
課
長
、
小
室
照

之
＝
環
境
部
次
長（
兼
）清
掃
計
画
課
長
、松

尾
師
孝
＝
土
木
部
次
長（
兼
）土
木
課
長
、金

子
利
一
＝
都
市
計
画
部
次
長（
兼
）都
市
計

画
課
長
、
齊
藤
清
春
＝
都
市
整
備
部
次
長

（
兼
）区
画
整
理
課
長（
兼
）中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
構
成
員
、
西
山
寿
夫
＝
保
健
福
祉
部
次

長（
兼
）社
会
福
祉
課
長（
兼
）第
二
福
祉
ゾ

ー
ン
担
当
、
桑
崎
利
男
＝
保
健
福
祉
部
参

事（
兼
）障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
長
、
山
崎
一
衛
＝
会
計
管
理
者
、
古

川
浩
＝
企
画
財
政
部
主
幹（
兼
）国
体
推
進

室
長
補
佐
、
遠
山
康
雄
＝
総
務
部
総
務
課

長
、
岡
田
昭
＝
民
生
経
済
部
国
保
年
金
課

長
、
川
辺
博
＝
民
生
経
済
部
市
民
生
活
課

長
、鳩
貝
祐
二
＝
民
生
経
済
部
主
幹（
兼
）関

宿
支
所
長
補
佐（
兼
）市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ

ス
担
当
、
片
倉
正
晴
＝
環
境
部
清
掃
第
一

課
長
、中
村
清
八
＝
環
境
部
主
幹（
兼
）関
宿

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
長
補
佐（
兼
）収
集
係

長
、
木
村
安
雄
＝
土
木
部
管
理
課
長
、
澤

田
美
治
＝
土
木
部
用
地
課
長
、
相
島
一
美

は
理
由
が
な
い

◆
監
査
委
員
…
染
谷
肇
・
石
山
曻

※
住
民
監
査
請
求
と
は
、
市
民
が
市
長

な
ど
の
執
行
機
関
や
職
員
に
よ
る
公
金

の
支
出
、財
産
の
管
理
、契
約
の
締
結
な

ど
の
財
務
会
計
上
の
行
為
が
、
違
法
か

不
当
と
認
め
る
と
き
に
、
監
査
委
員
に

対
し
監
査
を
求
め
、
必
要
な
措
置
を
請

求
す
る
も
の
で
す
。

※
全
文
は
、市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
監
査
委
員
事
務
局

 リ
フ
ト
付
も
増
え

　
　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
営
業
所
　
か
所
か
所
にに
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禦

講
座
・
教
室

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室
　
４
月
　24

日
金
　
時
～
正
午
関
宿
総
合
公
園
体

10

育
館
で
。
初
心
者
の
女
性
。
先
着
　20

人
。
事
前
に
藤
井
☎
７
１
２
９
 
７

５
５
４
へ

◆
初
心
者
カ
ヌ
ー
ス
ク
ー
ル
「
利
根

川
を
下
ろ
う
」
　
４
月
　
日
醤
　
時

26

10

境
町
高
瀬
舟
船
着
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
利
根
川
河
川
敷
）集
合
、　
時
解
散

14

予
定
。栗
橋
町
へ
移
動
し
利
根
川
を
下

る
。先
着
　
人
。
参
加
費
千
円
。
濡
れ

20

て
も
良
い
服
装
。
長
靴
や
着
替
え
な

ど
を
持
参
。
希
望
者
は
４
月
　
日
木

23

ま
で
に
野
田
市
関
宿
商
工
会
☎
７
１

９
８
 
０
１
６
１
・
思
７
１
９
８
 

０
１
７
４
へ

◆
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
無
料
講
習

会
　
４
月
　
日
日
　
時
～
正
午
東
部

26

10

公
民
館
で
。
未
就
学
児
も
可
。
事
前

に
伊
藤
☎
　
 
１
２
０
４
 
１
４
６

090

２（
　
時
以
降
）へ

14
◆
水
墨
画
入
門
セ
ミ
ナ
ー
「
端
午
の

節
句
を
描
く
」
　
４
月
　
日
火
　
時

28

14

～
　
時
中
央
公
民
館
で
。先
着
　
人
。

16

30

参
加
費
　
円
。
絵
手
紙
セ
ッ
ト
か
書

500

道
セ
ッ
ト
持
参
。
事
前
に
ブ
ル
ッ
ケ

－

－

－

－

－

☎
　
 
６
５
８
０
 
６
２
９
４
へ

080
◆
寺
子
屋
講
座
「
ま
ち
の
仕
事
人
講

話
」　
５
月
３
日
醤
　
時
　
分
～
　

13

30

15

時
　
分
市
民
会
館
で
。
逸
見
紀
一
郎

30
氏（
刃
物
店
店
主
）に
よ
る
「
家
庭
包

丁
研
ぎ
教
室
」。
先
着
　
人
。
費
用
一

20

般
　
円
、
学
生
　
円
。
包
丁
持
参
。

500

250

事
前
に
 
野
田
文
化
広
場
☎
７
１
２

４
 
６
８
５
１
へ

◆
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得
講
習

会
（
視
覚
障
害
者
移
動
介
護
従
業
者

養
成
研
修
課
程
）　
５
月
９
日
土
、　10

日
醤
、　
日
土
、　
日
日
印
西
市
中

16

17

央
駅
前
セ
ン
タ
ー
で
。全
４
回
。全
科

目
を
履
修
し
た
方
に「
修
了
証
明
書
」

を
交
付
。
全
日
参
加
で
き
る
　
歳
以

18

上
の
方
。
先
着
　
人
。
受
講
料
３
万

30

円
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
有
資

格
者
は
減
免
）。所
定
の
申
請
書
を
取

り
寄
せ
、
４
月
　
日
金
必
着
で
〒
　

24

284

 
０
０
０
５
四
街
道
市
四
街
道
１
 

９
 
３
視
覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
ち
ば
☎
　（
　
）２
５
０
１
へ

043
424

◆
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド
基

礎
編
」　
５
月
　
日
～
　
日
の
鍾
鞘

15

22

　
時
～
正
午
。全
３
回
。　
歳
以
上
の

10

20

市
民
で
簡
単
な
文
章
入
力
の
で
き
る

方
。　
人（
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代
　

23

500

－

－

－

－

－

－

円
。
４
月
　
日
障
必
着
で
往
復
は
が

30

き
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明

記
）
か
返
信
用
は
が
き
を
持
参
で
〒

　
 
０
０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田

278

168

公
民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

◆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
養
成

講
座
　
５
月
　
日
醤
～
平
成
　
年
１

31

22

月
　
日
醤
総
合
福
祉
会
館
な
ど
で
。

31
講
義
　
時
間
、実
技
　
時
間
、実
習
９

15

36

時
間
。　
歳
以
上
の
方
。先
着
　
人
。

18

30

受
講
料
４
万
５
千
円（
分
割
の
場
合

１
時
間
千
円
）。５
月
　
日
金
ま
で
に

15

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス（
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
☎
を
明
記
）で
〒
　
 
０
０
３
７

278

野
田
　
 
１
 
野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ

760

ョ
ン
協
会
☎
７
１
２
６
 
８
６
０
９

・
思
７
１
２
４
 
４
９
３
９
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
野
田
新
信
亭
落
語
会
　
４
月
　
日
18

土
　
時
～
　
時
興
風
会
館
で
。 柳
 
り
ゅ
う

 亭
 
て
い

14

16

 燕
  路
 や
柳
亭
こ
み
ち
な
ど
が
出
演
。

え
ん
 じ

入
場
料
千
円
。
当
日
会
場
受
付
。
問

望
月
☎
７
１
２
５
 
６
６
３
９

◆
利
根
運
河
土
手
に
春
の
野
草
を
訪

ね
て
　
４
月
　
日
土
９
時
運
河
駅
集

18

合
、　
時
　
分
解
散
予
定
。
参
加
費

13

30

　
円
。
筆
記
用
具
や
昼
食
な
ど
を
持

200参
。
当
日
会
場
受
付
。
問
小
瀧
☎
７

１
５
３
 
９
９
５
５

◆
図
書
館
子
ど
も
ま
つ
り
　
４
月
　19

日
醤
各
図
書
館
で
。
各
館
で
は
絵
本

－

－

－

－

－

－

－

－

－

の
展
示
や
ク
イ
ズ
な
ど
。
興
風
図
書

館（
☎
７
１
２
３
 
７
６
１
１
）…
科

学
あ
そ
び
教
室
（
各
回
先
着
　
人
・

10

当
日
会
場
受
付
）
や
む
か
し
あ
そ
び

の
コ
ー
ナ
ー
。
南
図
書
館
（
☎
７
１

２
５
 
７
９
８
１
）
…
親
子
工
作
教

室
（
先
着
　
組
・
事
前
に
電
話
か
同

10

館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
込
む
）。北
図
書

館
（
☎
７
１
２
９
 
８
８
１
１
）
…

お
は
な
し
会
。
せ
き
や
ど
図
書
館

（
☎
７
１
９
８
 
４
９
４
６
）
…
紙

芝
居
の
読
み
聞
か
せ
（
当
日
会
場
受

付
）
や
工
作
教
室
（
先
着
　
人
・
事

20

前
に
同
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
込
む
）。

各
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
間
や
会
場
な

ど
の
詳
細
は
直
接
各
図
書
館
へ
。

◆
写
真
展「
写
遊
の
つ
ど
い
」　
４
月

　
日
木
～
５
月
２
日
土
８
時
　
分
～

23

30

　
時（
初
日
は
正
午
か
ら
、最
終
日
は

18　
時
ま
で
）市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

17リ
ー
で
。四
つ
切
や
全
紙
な
ど
約
　
点
。

50

問
間
中
☎
７
１
２
２
 
４
９
６
０

◆
さ
く
ら
そ
う
展
示
会
　
４
月
　
日
24

金
～
　
日
日
９
時
～
　
時（
最
終
日

26

17

は
　
時
ま
で
）興
風
会
館
で
。約
　
鉢
。

15

300

問
 茂
  田
  井
 ☎
７
１
２
５
 
２
０
６
４

も
 
た
 
い

◆
落
語
を
楽
し
む「
笑
紫
会
」発
表
会

　
４
月
　
日
上
　
時
　
分
～
　
時
ボ

25

13

30

17

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
総

合
福
祉
会
館
内
）で
。当
日
会
場
受
付
。

問
鎌
田
☎
７
１
２
５
 
５
６
６
２

◆
童
謡
の
会
　
４
月
　
日
醤
　
時
　

26

13

30

－

－

－

－

－

－

－

分
～
　
時
　
分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

15

30

ス
ホ
ー
ル
で
。「
花
」
や
「
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
」
な
ど
を
み
ん
な
で
歌
う
。
楽

譜
が
必
要
な
方
の
み
　
円
。
当
日
会

300

場
受
付
。
問
清
水
☎
７
１
２
２
 
３

９
５
１

◆
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
フ
ェ

ス
タ
　
４
月
　
日
水
９
時
　
分
～
　

29

30

15

時
清
水
公
園
第
二
公
園
広
場
な
ど
で
。

野
鳥
・
樹
木
・
野
草
の
観
察
会
、
川
間

中
学
校
・
川
間
小
学
校
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
。　
時
　
分
か
ら
と
　
時
か
ら

10

30

13

は
苗
木
、　
時
か
ら
は
花
苗
の
無
料

14

配
布
も
。
問
み
ど
り
の
課
内
み
ど
り

の
フ
ェ
ス
タ
事
務
局

◆
戦
争
か
た
り
べ
の
会
　
４
月
　
日
29

水
　
時
　
分
～
　
時
中
央
公
民
館

13

30

16

で
。
先
着
　
人
。
当
日
会
場
受
付
。

50

問
日
佐
戸
☎
７
１
２
２
 
１
４
１
８

◆
清
水
公
園
早
朝
探
鳥
会
　
５
月
３

日
日
７
時
　
分
清
水
公
園
内
仁
王
門

30

前
集
合
、　
時
　
分
解
散
予
定
。
小

10

30

学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）。
参
加
費
　
円
。
双
眼
鏡
や
筆
記

100

用
具
を
持
参
。
当
日
会
場
受
付
。
問

田
中
☎
７
１
２
３
 
２
８
１
３

◆
さ
つ
き
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
５
月
３
日
醤
　
時
～
　
時
文
化
セ

10

15

ン
タ
ー
駐
車
場
で
。
雨
天
中
止
。
こ

い
の
ぼ
り
掲
揚
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

野
田
か
る
た
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希

－

－

－



魚

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

◎社会福祉施設整備基金に…諮１０万円＝ 良惠男 
よ い と こ

会会長関口忠司様諮４３,８５０円＝葵舞踊百華野田
会花若玉富美様諮１１万４千円＝けやき友の会ご
一同様諮１,９５９円＝けやきコース利用者ご一同様
◎社会福祉課に…諮「電話お願い手帳」、「ふれあ
い速達便」各１５０冊＝東日本電信電話株式会社東
葛営業支店支店長石橋登様

望
者（
先
着
　
区
画
、１
区
画
千
円
）

70

と
、太
鼓
や
踊
り
な
ど
親
子
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
行
う
団

体
・
個
人
も
募
集
。
い
ず
れ
も
４
月

　
日
土
ま
で
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス

25（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
・
出
店
品
目

か
企
画
内
容
を
明
記
）で
〒
　
 
０
０

278

３
７
野
田
　
 
１
 
野
田
レ
ク
リ
エ

760

ー
シ
ョ
ン
協
会
☎
７
１
２
６
 
８
６

０
９
・
思
７
１
２
４
 
４
９
３
９
へ

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
ソ
プ
ラ
ノ
＆
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
＆
ピ

ア
ノ
」　
５
月
８
日
金
　
時
　
分
～

12

30

　
時
市
役
所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。

13歌
劇「
椿
姫
」の
旋
律
に
よ
る
「
演
奏

会
用
幻
想
曲
」
や「
ま
す
」な
ど
。
当

日
会
場
へ
。
問
市
役
所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
野
田
市
民
テ
ニ
ス
大
会（
ダ
ブ
ル
ス
）

　
５
月
　
日
～
６
月
　
日
の
日
総
合

31

28

－

－

－

－

公
園
庭
球
場
で
。男
子
、女
子
、壮
年
。

参
加
費
１
組
３
千
　
円
。５
月
　
日

500

16

土
ま
で
に
最
寄
り
の
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

に
申
込
む
。問
川
間
グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
☎
７
１
２
９
 
１
０
５
５

◆
し
ま
じ
ろ
う
劇
場
公
演
～
し
ま
じ

ろ
う
と
ゆ
う
え
ん
ち
へ
い
こ
う
！
　

６
月
７
日
醤
文
化
会
館
で
。
１
回
目

は
　
時
か
ら
、
２
回
目
は
　
時
　
分

13

15

50

か
ら
。全
席
指
定
千
　
円
。前
売
り
は

500

文
化
会
館
、
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
総
合

カ
ウ
ン
タ
ー
、ジ
ャ
ス
コ
ノ
ア
店
、ブ

ッ
ク
ス
エ
ン
ド
ウ
川
間
店
・
関
宿
店
、

い
な
げ
や
野
田
み
ず
き
店
、
お
茶
の

あ
ら
き
園（
坂
東
市
）で
発
売
中
。
問

文
化
会
館
☎
７
１
２
４
 
１
５
５
５

募
　
集

◆
保
育
所
の
臨
時
看
護
師
　
募
集
人

－

－

数
１
人
。勤
務
時
間
は
月
～
金
の
間
の

２
日
以
上
で
９
時
～
　
時
の
間
の
４

18

～
６
時
間
。勤
務
場
所
は
市
内
保
育

所（
あ
た
ご
・
南
部
・
尾
崎
・
古
布
内
保

育
所
を
除
く
）。看
護
師
資
格
必
要
。お

お
む
ね
　
歳
ま
で
の
方
。有
給
休
暇
あ

60

り
、通
勤
手
当
支
給
。問
児
童
家
庭
課

◆
観
光
協
会
で
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
　

テ
ー
マ
は
市
内
の
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン

ト
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
風
景
な
ど
。

撮
影
期
間
は
平
成
　
年
　
月
　
日
～

20

11

15

　
年
　
月
　
日
土
。
無
修
正
で
未
発

21

11

14

表
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
に
よ
る
作
品
も
可
。
応
募
期
間

は
　
年
　
月
　
日
水
～
　
月
　
日
日

２１

10

14

11

15

（
消
印
有
効
）。
２
Ｌ
サ
イ
ズ
の
カ
ラ

ー
キ
ャ
ビ
ネ
版
の
プ
リ
ン
ト
（
１
人

２
点
ま
で
）
裏
面
に
野
田
市
観
光
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
窓
口
に
あ
る
応

募
票
を
貼
り
、
郵
送
か
直
接
〒
　
 
278

８
５
５
０
野
田
市
役
所
商
工
課
内

「
野
田
市
観
光
協
会
事
務
局
」へ

相
談
・
そ
の
他

◆
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
偽
変
造

対
策
を
強
化
　
４
月
　
日
月
か
ら
発

20

行
す
る
カ
ー
ド
は
本
人
確
認
機
能
な

ど
の
偽
変
造
対
策
を
強
化
し
た
も
の

に
。
希
望
者
は
　
円
で
新
し
い
も
の

500

と
引
き
換
え
。
現
在
の
カ
ー
ド
も
引

き
続
き
使
用
可
。
問
市
民
課

◆
市
民
海
の
家
・
山
の
家
を
廃
止
　

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
充
分
な
サ
ー
ビ

ス
の
で
き
る
民
宿
の
確
保
が
困
難
な

こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
で
廃
止
に
。

20

問
商
工
課

◆
平
成
　
年
度
調
理
師
試
験
　
７
月

21

　
日
水
　
時
～
　
時
幕
張
メ
ッ
セ

22

14

16

－

（
千
葉
市
）で
。
県
内
在
住
の
方
は
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
願
書

に
記
入
し
５
月
　
日
火
～
　
日
木
　

19

21

10

時
～
　
時
に
直
接
住
所
地
所
轄
の
同

16

セ
ン
タ
ー
へ
。
問
野
田
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課
☎
７
１
２

４
 
８
１
５
５

◆
労
働
問
題
無
料
相
談
　
賃
金
不
払

い
や
解
雇
な
ど
の
労
働
問
題
や
、
職

場
の
人
間
関
係
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
問
題
な
ど
に
対
応
。
①
一
般
労

働
相
談
…
月
～
金（
□祝 
除
く
）の
９
時

～
　
時（
　
時
以
降
は
電
話
の
み
）。

20

17

②
特
別
労
働
相
談（
予
約
制
）…
弁
護

士
や
臨
床
心
理
士
な
ど
が
対
応
。
①

②
と
も
に
千
葉
県
労
働
相
談
セ
ン
タ

ー
（
千
葉
市
・
☎
　（
　
）２
７
４
４
）

043
223

で
。
問
千
葉
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
　（
　
）２
１
３
１

043
231

－

●●犯●●罪●●発●●生●●件●●数
本年の発生件数：４２０件　　　　前年比（－３９件）
空き巣　３１件（－１３件）   忍び込み　８件（－８件）
ひったくり　３１件（＋２３件） 　自動車盗　１２件（－５件）
自転車盗　　７９件（＋１６件）　 車上狙い　６６件（＋３１件）
その他　１９３件（－８３件）

野田警察署管内（平成２１年３月３１日現在の暫定件数）

●●交●●通（人身）●●事●●故
本年の発生件数：１６９件　　前年比（－５１件）
死亡者　０人（－３人）　負傷者　２０５人（－７０人）

野田警察署管内（平成２１年３月３１日現在）

●●火 ●●災 ●●件 ●●数
３月の発生件数：６件　　２１年累計（１７件）
建物火災　４件（１０件）　　林野火災　０件（０件）
車両火災　１件（２件）　　そ　の　他　１件（５件）

　平成１３年４月施行の「家電リサイクル法」
により、消費者と小売業者、製造業者に役割
を分担していただき、特定家庭用機器（テレ
ビ、冷蔵庫・冷凍庫、エアコン、洗濯機、衣類
乾燥機）から、有用な部分や材料をリサイク
ルし、廃棄物を減量するとともに、資源の有
効利用を推進しています。
　特定家庭用機器は、市で処理することが
できないため、不用となった場合は、必ず小
売業者か製造業者に引き渡してください。
　引き渡しの運搬費用やリサイクル費用
は、消費者に負担していただきますが、運搬
費用は、各業者が設定しているので、事前に
ご確認ください。
　また、小売業者は、過去に販売したもの
や、買い換え時に消費者から引き取りを求
められた場合、引き取らなければなりませ
ん。その後、製造業者によって、法律で定め
られた基準により、リサイクルされること
になります。

分別①特定家庭用機器

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
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市報のだ　第１０４２号　平成２１年４月１５日号／発行：野田市・☎◯０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課
人口と世帯：人口＝１５６,８７６人／男＝７８,８２３人、女＝７８,０５３人／世帯数６０,４５２世帯 （Ｈ２１．４．１現在）

 輪  人 くん・
りん と

 流  季  乃 ちゃん・ 
る き の

 麗  愛  来 ちゃん
れ あ ら

（１３.７.２７生） （１７.１０.３生） （２０.８.１８生）  
〔加本教史・美香さん（長男・長女・二女）・木間ケ瀬〕

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

私は夫の性格に耐えら
れず、子ども２人を連

れて、実家に帰っています。
私と子どもの生活費を夫に
請求することができるでし
ょうか。また離婚調停を申
立した場合、請求ができな
くなるでしょうか。
民法では、婚姻中の夫
婦の財産関係は、夫の

財産と妻の財産を、それぞ
れの独立性を認めています。
　また、夫婦は資産や収入、
その他一切の事情を考慮し
て婚姻から生ずる費用を分
担すると定めており、婚姻
費用には、生計費や医療費、

教養費、夫婦の小遣い、子
どもの養育費や学費なども
含まれますので、自分と子
ども２人の生活費を夫に請
求することができます。
　もし、夫が応じなければ、
婚姻費用の分担の調停など
を、家庭裁判所に申立てを
することができます。
　婚姻費用は労働の対価で
はなく、婚姻生活の維持費で
あり、仮に別居や離婚調停中
であっても、離婚するまでは
収入ある側が負担するのは
当然です。なお、別居理由に
よっては、額に影響があるこ
とも考えられます。

Ｑ

Ａ

別居中の妻が
　生活費を請求できるか

《相談①》電話でマンション購入を執ように
勧められ、困っています。断ると脅され不安
です。
《相談②》職場に投資用マンションの勧誘電
話が毎日かかり、長時間の勧誘で仕事になり
ません。有効な対応方法を教えてください。

《アドバイス》脅迫まがいの行為や長時間の電
話勧誘など、消費者を困らせるような勧誘行為
は、宅建業法や県の条例で禁止されています。
　買う意思がない場合は、しつこい勧誘をきっ
ぱり断り、怒鳴られても決して応じないことが
大切です。
　非常に悪質と思われる勧誘を受けた場合は、業
者名や担当者名・連絡先を控え、可能なら通話内
容を録音し、消費生活センターにご相談下さい。

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　５月の講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・１日金、３日日、６日水…１０時～
　・１０日日…１５時３０分～　
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・３日日、５日火、１４日木…１０時～
　・３日日…１５時３０分～
リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　※運動のできる服装・室内用運動靴・タオルを持参
　・２日土、６日水、９日土
　　　　　　　　…１１時、１３時、１７時、１９時～
　

※いずれも対象は高校生以上
　月額使用料：市民１,３６０円、市民以外２,０４０円

  紗  侑 ちゃん ・ 
さ ゆ

 隼 
しゅん

 弥 くん
や

 （１７.１２.７生）     （２０.１０.６生）
〔山口亮・裕子さん（長女・長男）・花井〕

マンションの勧誘販売にご注意を

　「
日
本
さ
く
ら
名
所
　
選
」に
選
ば
れ
て
い
る
清
水

100

公
園
で
、３
月
　
日
か
ら
４
月
　
日
ま
で
、さ
く
ら
ま

28

12

つ
り
が
開
催
。穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
た
３
月
　
日
29

に
は
、多
く
の
観
光
客
が

満
開
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

や
咲
き
始
め
た
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
下
で
、会
話
に

“
花
”を
咲
か
せ
て
い
た
。

　
な
お
、
４
月
　
日
か

25

ら
５
月
６
日
ま
で
同
園

で
、
つ
つ
じ
ま
つ
り
が

行
わ
れ
る
。

つ
ぼ
み
ふ
く
ら
む
桜
の
下
で

　
　
 春
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で

シートを広げてお弁当を

　
郷
土
博
物
館
で
は
、
野
田
の
自
然
や
文
化
、
歴
史

な
ど
を
、
自
主
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
人
材
を
育
成
し

よ
う
と
、「
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
育
成
講
座
」
を
開
講

し
、
３
月
　
日
に
は
、

21

「
関
宿
散
策
」も
実
施
。

　
市
内
外
か
ら
　
人
が

25

参
加
し
、
講
師
の
「
野

田
ガ
イ
ド
の
会
」
の
案

内
の
も
と
、
関
宿
城
が

あ
っ
た
周
辺
を
歩
き
な

が
ら
、
歴
史
や
文
化
を

学
ん
で
い
た
。

関
宿
城
址
を
歩
き
な
が
ら

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
再
発
見

講師の説明に熱心に質問も



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

●
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
譲
り
ま
す
】

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
　

　
あ
な
た
が
お
持
ち
の
不
用
品
を
、
も

う
一
度
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
利
用
方
法

①
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
で
市

に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
の
審

査
、
③
市
報
に
掲
載
、
④
希
望
者
は
直

接
、
連
絡
・
交
渉
す
る
と
い
う
形
で
す
。

　
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
に
①

品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥
金

額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り

ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記
入

し
て
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
用
品
提
供
者
は
、
希
望
者
か
ら
の

連
絡
が
な
い
場
合
で
も
、
市
報
に
掲
載

さ
れ
て
か
ら
１
か
月
間
家
庭
で
保
管
し

て
く
だ
さ
い

○
不
用
品
の
引
き
取
り
は
、
提
供
者
と

希
望
者
の
間
で
、
責
任
を
持
っ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い

○
提
供
者
は
、
複
数
の
希
望
者
か
ら
の

連
絡
を
受
け
た
場
合
で
も
、
誠
意
を
持

っ
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い

○
生
き
物
や
食
品
な
ど
は
掲
載
で
き
ま

せ
ん

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
　
日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

５
月
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収

◆
ご
み
収
集
＝
４
日
鉦
、
５
日
鍾
、
６

日
鐘
は
収
集
し
ま
す

◆
資
源
回
収
＝
４
日
鉦
、
５
日
鍾
、
６

日
鐘
の
実
施
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

４
月
　
日
鐘
、　
日
障
、
５
月
　
日
鍾

29

30

19

に
振
り
替
え
と
し
て
、
実
施
す
る
団
体

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８
 
１
０
０
１
・
関
宿
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２

２
／
資
源
回
収
は
清
掃
計
画
課

――

―

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

品
　
物
　
名

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

ジ
ャ
ー
ポ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ル
バ
ッ
ク

ス
チ
ー
ル
ホ
イ
ー

ル
４
本

遠
赤
外
線
暖
房
機

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ

ア
ー

桐
タ
ン
ス

登
山
靴

ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
・

タ
イ
ヤ
４
本
セ
ッ
ト

購
入
年

不
明

平
成
　15

不
明

平
成
　13

平
成
　18

不
明

平
成
６

不
明

平
成
　１９

希
望
金
額

無
料

無
料

３
千
円

無
料

無
料

１
竿
・
１

万
円

無
料

１
万
円

備
　
　
　
考

ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
・

４
リ
ッ
ト
ル

皮
製
手
提
げ
式
・

サ
イ
ズ
横
　
㎝
×

25

高
さ
　
㎝
15

プ
ジ
ョ
ー
　
純
正
・

306

キ
ャ
ッ
プ
付
・
　15

イ
ン
チ

サ
ン
ル
ー
ム
・
幅

　
㎝
×
奥
８
㎝
×

60高
さ
　
㎝
45

ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
・
ア

ー
バ
ン
ウ
ィ
ン
グ

２
竿
・
幅
　
㎝
×

110

奥
　
㎝
×
高
さ
　
・

45

172

５
㎝

皮
製
・
サ
イ
ズ
　24

㎝
～
　
・
５
㎝

24

ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン

用
・
ヨ
コ
ハ
マ
タ
イ

ヤ
　
イ
ン
チ
　－

14

185

　
・
Ｓ
Ｒ

70

連
　
絡
　
先

増
田
緯
７
１
２
４
・
９
６
９
８
、

取
り
に
来
ら
れ
る
方

斉
藤
緯
７
１
２
７
・
２
３
９
０

タ
カ
イ
緯
７
１
９
８
・
１
９
８

３
、
取
り
に
来
ら
れ
る
方

田
辺
緯
　
・
５
８
６
４
・
０
１

０８０

０
１

小
早
川
緯
７
１
２
９
・
４
７
７

６
、
取
り
に
来
ら
れ
る
方

片
野
緯
７
１
９
８
・
７
８
１
３
、

取
り
に
来
ら
れ
る
方

木
村
緯
　
・
７
２
４
３
・
２
６

090

３
０
、
取
り
に
来
ら
れ
る
方

吉
田
緯
７
１
２
４
・
５
０
６
３
、

取
り
に
来
ら
れ
る
方

品
　
物
　
名

丸
太

石
臼

ふ
る
い

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ

ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ

子
ど
も
の
本

希
望
金
額

無
料

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

無
料

備
　
　
　
　
考

直
径
約
　
㎝
・
高
さ
　
㎝

30

15

粉
引
き
用

製
粉
用

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
製
・

Ｘ
Ｐ
以
降
の
Ｏ
Ｓ

２
歳
か
ら
の
童
話
や
音

の
出
る
本
な
ど

連
　
　
絡
　
　
先

渡
辺
緯
　
・
８
０
３
６
・
４
２
０
９

０９０

谷
津
緯
７
１
２
４
・
９
２
７
７

冨
山
緯
７
１
２
５
・
３
１
０
９
、
取

り
に
伺
い
ま
す

イ
タ
ガ
キ
緯
７
１
２
３
・
７
４
２
２

（
　
時
以
降
）、
取
り
に
伺
い
ま
す

19

品
　
物
　
名

子
ど
も
用
木
製
イ
ス

購
入
年

平
成
　17

希
望
金
額

千
円

備
　
　
　
考

食
事
・
勉
強
用
・
座

面
高
さ
　
㎝
～
　

40

50

㎝
調
整
可

連
　
絡
　
先

金
子
緯
７
１
２
２
・
３
７
０
０
、

取
り
に
来
ら
れ
る
方



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

◆
華
の
会（
書
道
）　
毎
週
木
　
時
～
正

10

午
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
月
２
千

　
円
。
金
井
☎
７
１
２
５
 
３
６
４
７

500◆
野
田
南
部
ク
ラ
ブ（
卓
球
）　
毎
週
障

　
時
～
　
時
み
ず
き
小
学
校
体
育
館
で
。

19

21

吉
岡
☎
　
 
１
０
７
７
 
２
２
８
５

080

◆
 艶
墨
 会（
水
墨
画
と
墨
彩
画
）　
毎
月

え
ん
ぼ
く

第
２
木
　
時
～
正
午
か
　
時
～
　
時
中

10

13

15

央
公
民
館
で
。月
千
　
円
。ブ
ル
ッ
ケ
☎

500

　
 
６
５
８
０
 
６
２
９
４

080◆
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）　

毎
週
水
・
金
　
時
　
分
～
　
時
川
間
小

19

45

21

学
校
体
育
館
で
。
既
婚
女
性
。
月
千
円
。

広
島
☎
　
 
９
６
８
０
 
５
４
１
４

090

◆
 
日
本
空
手
道
協
会
野
田
 松
 
し
ょ
う

 濤
  館
 

と
う
 か
ん

　
毎
週
醤
　
時
～
正
午
七
光
台
小
学
校

10

体
育
館
で
。
６
歳
以
上
。
月
２
千
円
。

勝
野
☎
７
１
８
３
 
３
２
２
６

◆
Ｓ
Ｌ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
　
毎
週
鞘
　19

時
～
　
時
北
部
公
民
館
か
南
コ
ミ
ュ
ニ

21

テ
ィ
会
館
で
。
初
心
者
。
月
２
千
　
円
。

500

佐
藤
☎
　
 
５
５
４
２
 
４
２
０
８

080

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予
定
日

時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象（
な
い
も
の
は

初
心
者
、老
若
男
女
問
わ
ず
）・
会
費（
月
は
月

会
費
、○年 
は
年
会
費
、○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た

教
室
の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
　
毎
週
鉦
　17

時
～
　
時
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

18

５
歳
～
小
学
生
。
月
３
千
円
。
藤
森
☎

７
１
３
８
 
２
７
２
０

◆
福
田
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
毎

週
鍾
　
時
～
　
時
福
田
体
育
館
で
。小
学

19

21

生
以
上
。伊
藤
☎
７
１
２
５
 
２
３
３
６

◆
魁S

akigake

 
       （
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
踊
り
）　
毎
週
醤
９
時
　
分
～
正
午
、

30

毎
週
鍾
　
時
～
　
時
山
崎
小
学
校
・
み

19

21

ず
き
小
学
校
体
育
館
な
ど
で
。月
千
　
円
。

500

窪
田
☎
　
 
５
０
１
０
 
４
１
２
０

080

◆
シ
ニ
ア
・
パ
ソ
コ
ン
・
サ
ー
ク
ル
　

毎
月
第
３
障
９
時
～
正
午
野
田
公
民
館

で
。文
章
入
力
の
で
き
る
　
歳
以
上
。月

60

千
円
。
山
﨑
☎
７
１
２
４
 
６
５
３
５

◆
み
や
び
会（
着
付
）　
毎
月
２
回
障
　10

時
～
正
午
福
田
公
民
館
で
。月
２
千
円
。

玉
崎
☎
　
 
７
４
０
４
 
４
５
３
１

090

（
　
時
以
降
）

18◆
東
彩
合
気
道
会
　
毎
週
土
正
午
～
　14

時
総
合
公
園
体
育
館
で
。中
学
生
以
上
。

月
　
円
。
岡
田
☎
　
 
８
３
４
９
 
２

500

090

４
４
４

―

―

―

―

―

―

―

―

―

　
こ
れ
か
ら
離
乳
食
を
は
じ
め
る
生
後

５
か
月
～
６
か
月
の
乳
児
を
も
つ
保
護

者
を
対
象
に
、「
離
乳
食
講
習
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
講
習
会
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
に

合
わ
せ
た
食
材
の
選
び
方
、
調
理
の
方

法
や
試
食
、
発
育
測
定
や
育
児
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月

第
２
火
に
栄
養
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

【
会
場
・
日
時
】　
①
保
健
セ
ン
タ
ー
＝

毎
月
第
３
障
（
平
成
　
年
４
月
～
　
年

21

22

３
月
）、②
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
６
月

４
日
障
、　
月
　
日
鉦

12

14

※
い
ず
れ
も
　
時
　
分
～
　
時
　
分

13

30

15

30

【
定
員
・
費
用
】
先
着
　
人
・
資
料
代

20

　
円
100【

持
参
す
る
も
の
】
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
開
催
日
の
２
日

前
ま
で
に
電
話
か
直
接
、
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８
へ

―

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

　幼児用乗り物を含むおもちゃの構造、
材料、強度など、（社）日本玩具協会の
安全基準に合格したおもちゃに表示さ
れるマークです。
　「安全面について注意深く作られたお
もちゃ」と業界が推奨するマークです。

ＳＴマーク 

暮らしの中の表示⑱

①
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
き
ら
き
ら
ク
ラ
ブ
」

　
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
通
じ
て
、
体
力
機
能
の
維
持
や
向

上
の
た
め
の
教
室
を
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
す
。

②
自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
指
導
・
相
談

　
理
学
療
法
士
や
保
健
師
が
訪
問
し
、

家
庭
で
の
療
養
方
法
や
機
能
訓
練
、

住
宅
改
造
な
ど
の
相
談
、
指
導
を
行

い
ま
す
。

【
日
時
】
①
は
毎
月
２
回
鞘
　
時
　

13

30

分
～
　
時
　
分
、
②
は
随
時
受
付

15

30

【
対
象
者
】
い
ず
れ
も
市
内
在
住
の

　
歳
～
　
歳
で
、
日
常
生
活
に
支
障

40

64

が
あ
る
方
（
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
方
を
除
く
）

①
は
、
体
力
維
持
や
向
上
が
必
要
な

方（
必
要
な
方
に
は
言
葉
の
練
習
も
）、

②
は
、
在
宅
で
の
訓
練
方
法
が
知
り

た
い
方

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８

―

 機
能
訓
練
で
体
力
維
持
を

生
活
習
慣

生
活
習
慣
病病
のの
予
防
予
防
をを

　
市
で
は
、
団
塊
の
世
代
を
含
む
若
い

世
代
か
ら
、
要
介
護
と
生
活
習
慣
病
を

あ
わ
せ
て
予
防
し
て
い
く
と
と
も
に
、

市
民
同
士
で
支
え
る
健
康
づ
く
り
の
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
、
平
成

　
年
５
月
か
ら
、
市
独
自
の
「
健
康
づ

18く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
皆
さ
ん
の
健

康
へ
の
意
識
の
向
上
の
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

　
正
し
い
食
事
管
理
と
適
切
な
運
動
に
よ

る
減
量
と
、生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的

に
、栄
養
指
導
や
運
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
　
日
～
８
月
　
日
の
金

15

28

９
時
　
分
～
　
時
　
分（
全
　
回
）

30

11

30

12

【
対
象
者
】体
格
指
数
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
体
重
㎏

÷
身
長
ｍ
÷
身
長
ｍ
）が
　
以
上
あ
り
、

25

  離
乳
食
講

離
乳
食
講
習習
とと
栄
養
相
談

栄
養
相
談

５
か
月
～
６
か
月
の
乳
児
対
象

ス
マ
ー
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
教

ス
マ
ー
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室室
でで

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

本
気
で
や
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
　
歳
40

～
　
歳
の
市
民
で
、初
め
て
参
加
す
る
方

64
※
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
の
許
可
が
必

要
で
す
。

【
定
員
】
先
着
　
人
（
す
べ
て
の
回
に

30

参
加
で
き
る
方
を
優
先
）

【
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
】
４
月
　20

日
月
か
ら
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８
へ

―



２７９
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時
怯休日急患歯科診療…９時～正午

い
で
Ａ
群
β
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
で
す
。

　
治
療
は
、
病
変
部
が
広
い
場
合
は
、
抗
生
剤
の
内

服
が
必
要
で
、
石
鹸
を
使
い
シ
ャ
ワ
ー
浴
で
清
潔
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
、
爪
を
き
れ
い
に
し
て
お
く
こ

と
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
皮
膚
の
深
部
に
細
菌
が
侵
入
し
、 膿
 が
溜

う
み

ま
っ
た
も
の
を「
せ
つ
」と
呼
び
、痛
み
が
強
い
の
で
、

切
開
し
て
膿
を
排
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、「
 丹
毒
 」は
、Ａ
群
β
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌

た
ん
ど
く

に
よ
る
 真
皮
 内
へ
の
感
染
で
、あ
る
日
突
然
高
熱
を
伴

し
ん
ぴ

い
、顔
や
下
肢
に
は
っ
き
り
と
し
た
 紅
班
 を
生
じ
ま
す
。

こ
う
は
ん

　
治
療
は
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
抗
生
剤
の
内
服
が
必
要

で
す
が
、再
発
す
る
こ
と
も
み
ら
れ
ま
す
。（
Ｙ
・
Ｆ
）

皮
膚
細
菌
感
染
症

　
表
皮
や
粘
膜
の
常
在
菌
や
通
過
菌
が
皮
膚
へ
感
染

し
た
も
の
を
「
 膿
皮
症
 」
と
い
い
、 毛
包
 や
汗
腺
な

の
う
ひ
し
ょ
う
 

も
う
ほ
う

ど
の
バ
リ
ア
ー
機
能
が
低
下
し
た
と
き
に
細
菌
た
ち

が
感
染
力
を
発
揮
し
病
変
を
作
り
ま
す
。

　
「
と
び
ひ
（
伝
染
性
 膿
痂
疹
 ）」
は
、
夏
季
に
乳
幼

の
う
か
し
ん

児
の
顔
や
四
肢
に
か
ゆ
み
を
伴
っ
た
小
水
疱
が
次
々

と
で
き
、や
が
て
大
型
の
 弛
緩
性
 水
疱
と
な
り
ま
す
。

し
か
ん
せ
い

　
弛
緩
性
水
疱
は
、
簡
単
に
破
れ
、
び
ら
ん
と
な
り

周
辺
部
に“
飛
び
火
”し
た
よ
う
に
新
た
な
水
疱
を
生

じ
、
接
触
に
よ
り
他
人
に
も
感
染
し
ま
す
。

　
原
因
菌
は
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
最
も
多
く
、
次

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
、関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

歯
周
疾
患
検
診
の
受
診
を

　
４
月
か
ら
平
成
　
年
３
月
　
日
鐘
ま
で
、
市
内
指

22

31

定
歯
科
医
療
機
関
で
歯
周
疾
患
検
診
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
　
歳
・
　
歳
・
　
歳
・
　
歳
に
な
る
方

40

50

60

70

に
、
受
診
券（
は
が
き
）を
郵
送
し
ま
し
た
。

【
検
診
内
容
】
問
診
、
歯
と
歯
周
組
織
検
査

【
費
用
】　
円
。
た
だ
し
、
世
帯
全
員
が
市
町
村
民

400

税
非
課
税
の
方
と
生
活
保
護
受
給
者
は
、
費
用
が
免

除
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
歯
周
疾
患
検
診
受
診
券（
は
が
き
）

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

　
麻
し
ん（
は
し
か
）は
、
春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て

流
行
し
、
非
常
に
感
染
力
が
強
く
、
予
防
接
種
を
受

け
な
い
と
多
く
の
人
が
か
か
る
病
気
で
す
。

　
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
市

　
４
月
か
ら
胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま

す
。
受
診
券
は
、
検
診
を
過
去
３
年
間
に
１
度
で
も

受
診
し
た
方
と
、　
歳
・
　
歳
・
　
歳
に
な
る
方
、　

40

50

60

20

歳
・
　
歳
に
な
る
女
性（
子
宮
が
ん
検
診
の
み
）に
郵

30

送
し
ま
し
た
。

　
指
定
日
に
都
合
の
悪
い
方
は
、「
健
康
ガ
イ
ド
」の
カ

レ
ン
ダ
ー
で
日
程
を
確
認
し
、変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
規
の
申
込
み
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
検
診
を
希
望
す
る
方
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
子
宮
が
ん
検
診
を
新
規
で
申
し
込
み
さ
れ

る
方
は
個
別
検
診（
医
療
機
関
）と
な
り
ま
す
。
表
の

医
療
機
関
で
、
予
約
の
有
無
を
確
認
の
う
え
、
必
ず

内
の
指
定
医
療
機
関
で
早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
転
入
な
ど
で
お
手
元
に
通
知
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
①
満
１
歳
～
２
歳
未
満
の
方
、
②
小
学

校
就
学
前
の
方
＝
平
成
　
年
４
月
２
日
～
　
年
４
月

15

16

１
日
生
ま
れ
、
③
中
学
１
年
生
相
当
の
方
＝
平
成
８

年
４
月
２
日
～
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、④
高
校
３
年

生
相
当
の
方
＝
平
成
３
年
４
月
２
日
～
４
年
４
月
１

日
生
ま
れ

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

医
療
機
関

遠
藤
産
婦
人
科
医
院

川
間
太
田
産
婦
人
科
医
院

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院

小
張
総
合
病
院

小
張
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク

杉
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク

所
　
在

柳
沢
　２０

岩
名
二
丁
目

７
 
１
―

宮
崎
　１００

横
内
　
 
１

２９
―

横
内
　
 
１

２０
―

宮
崎
　
 
　

５６

２３
―

電
話
番
号

☎
７
１
２
４
・

７
８
６
０

☎
７
１
２
７
・

１
１
３
５

☎
７
１
２
３
・

５
９
１
１

☎
７
１
２
４
・

６
６
６
６

☎
７
１
２
６
・

１
１
６
６

☎
７
１
２
５
・

１
０
７
０

　　
３
月
　
日
号
の
市
報
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し

15

た
「
平
成
　
年
度
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
」
の

21

実
施
医
療
機
関
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
川
口
で
は
、
大
腸
が
ん
検
診
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　
が
ん
検
診
の
受
診
医
療
機
関
の
変
更

受
診
券
を
持
参
し
て
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
胃
が
ん
の
検
診
会
場
・
日
程
や
、
各
検
診

の
費
用
・
注
意
事
項
な
ど
、
詳
し
く
は
、
受
診
券
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】
胃
が
ん
検
診
＝
４
月
６
日
～
８
月
７

日
鞘
、
子
宮
が
ん
検
診
＝
４
月
７
日
～
８
月
　
日
鉦

31

ま
で（
休
診
日
を
除
く
）

※
最
終
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

４４
月月
かか
　

　
らら

胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
開

 
胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
開
始始

■個別子宮がん検診実施医療機関



中毒
１１０番

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

◎休日当番医の診療時間は、外科・産婦人科＝９時～２２時（１６時～１９時除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）です。
　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認を

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内

※1エイズ検査は、クラミジア、梅毒、
Ｂ型・Ｃ型肝炎の検査も同時に検
査できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談胃がん検診栄養・歯科乳幼児健診

両 親 学 級予防接種

５
月 受付：９時３０分

　　　～１１時３０分
会場：下記会場

受付：８時
　　　～９時３０分
会場：下記会場

（歯科の受付時間）

受付：１０時～１１時
　　　１３時～１４時
会場：下記会場

（健診は個人通知）
三歳児健康診査は、３
歳６か月で通知
両親学級の申し込みは
電話で
会場 : 下記会場

受付：ＢＣＧ予防接種のみ
＝１３時１５分～１３時３０分／
ポリオ＝１３時１５分～１４時
１５分
会場：下記会場
麻しん風しん混合・ジフテ
リア百日せき破傷風・ジフ
テリア破傷風・日本脳炎
は、各医療機関で実施中

金１
土２

◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５－２０１１）／◯内 ＝江医院（緯７１２４－２８３１）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）日３
◯外 ＝門倉医院（緯７１２４－５３１１）／◯内 ＝尾崎台クリニック（緯７１２７－６６７７）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）月４
◯外 ＝山崎外科内科（緯７１２２－２３５９）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）火５
◯外 ＝西村クリニック（緯７１２３－００５０）／◯内 ＝あらい内科クリニック（緯７１２２－５７２３）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）水６

精神障害回復者グループ小枝の会１０時～正午（予約制）七光台会館木７
北コミュニティセンターポリオ

（保健センター）金８
土９

◯外 ＝しばやま整形外科（緯７１２０－５３５５）／◯内 ＝山縣医院（緯７１２５－３７４１）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）日１０
北コミュニティセンター両親学級Ⅰ①

（保健センター）
ポリオ
（保健センター）月１１

女性のための健康相談１３時１５分～１６時（予約制）関宿保健センター北コミュニティセンター栄養相談会
（保健センター）

１歳６か月児健康診査
（保健センター）火１２

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）関宿北部公民館２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査・BCG予防接種
（保健センター）水１３

低体重児健康相談１３時～１３時４５分
（対象者に個別通知）保健センター保健センター２歳３か月児歯科相談

（保健センター）木１４

保健センターポリオ
（関宿保健センター）金１５

土１６
◯外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／◯内 ＝うめさと痛みと内科のクリニック（緯７１２６－１９００）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）日１７

保健センター２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）

両親学級Ⅰ②
（保健センター）月１８

保健センター三歳児健康診査
（保健センター）火１９

エイズ検査９時～１０時（予約制・匿名・無料）※1
精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）保健センター三歳児健康診査

（保健センター）水２０

精神障害回復者グループ小枝の会１０時～正午（予約制）谷吉会館南コミュニティセンター離乳食講習会
（保健センター）

１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）木２１

南コミュニティセンター三歳児健康診査
（関宿保健センター）金２２

土２３
◯外 ＝野田中央病院（緯７１２２－６１６１）／◯内 ＝東葛飾病院（緯７１９６－１１６６）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）日２４

保健センター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

両親学級Ⅰ③
（保健センター）月２５

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）保健センター１歳６か月児健康診査
（保健センター）火２６

北コミュニティセンター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査・BCG予防接種
（保健センター）水２７

島会館北コミュニティセンター３か月児健康診査・BCG予防接種
（関宿保健センター）木２８

関宿保健センター金２９
土３０

◯外 ＝東葛クリニック野田（緯７１２４－３１０１）／◯内 ＝関宿中央病院（緯７１９８－５１０８）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）日３１

煙（財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒などで
起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒１１０番（３６５
日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５日９時～２１
時）＝☎０２９（８５２）９９９９
煙日高病院中毒情報センター（９時～１９時）＝☎０２７（３６２）６２０１
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